
 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 1日、東京都内において、ＪＲ連合は「21世紀の鉄道を考える議員フォーラム」に所属する国会

議員の秘書を対象とした勉強会を開催した。九州から選出された国会議員の秘書も多く参加し、ＪＲ九

州労組からは、吉田春菜政策部長が出席した。  

勉強会の前半には、ＪＲ連合からＪＲ産業全体に共通する課題として石川敏也産業政策局長が「持続

可能な地域公共交通をつくるために」「高速鉄道・新幹線ネットワークの構築と計画推進」「ＪＲ各社の

離職・人財不足の課題」等についての説明を行った。後半は、国会議員の選出エリアごとに分かれて、

エリアごとの政策担当者から各エリアの現状や課題について説明を行い、意見交換を行った。九州エ

リアでは、各線区のご利用状況や線区別の収支、自然災害において現在も不通となっている肥薩線の

課題や勉強会の数日前に復旧した日田彦山線のひこぼしラインについての説明等を行った。 

今後も関係議員との連携を密にし、情報共有をしっかりと行える関係を築き、ＪＲ九州労組の政策実

現のための基盤を整備していく。 

 

当日ご出席いただいたメンバー（九州エリア） 

衆/参 議員名 出席者 

衆 稲富 修二 伊藤 万里子秘書 

衆 堤 かなめ 黛 典子秘書 

衆 城井 崇 襲田 憲右秘書 

衆 大串 博志 及川 昭広秘書 

衆 西岡 秀子 清水 勝彦顧問 

衆 吉良 州司 尾﨑 美加秘書 

衆 渡辺 創 荻山 明美秘書 

衆 野間 健 久本 芳孝秘書 

参 野田 国義 大谷 正人秘書 

参 古賀 之士 鈴木 加世子秘書 
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秘書勉強会全体の様子 九州エリアに分かれて九州の課題を説明 

ＪＲ連合により政策提言の説明が行われた 

◀ 21世紀の鉄道を考える議員フォーラム 

所属議員一覧（JR連合ホームページ） 


